
自己紹介版 「おもいで栞」を作ったら、
いよいよ本番です

インタビューは緊張するもの。相手も緊張しています。

少しでも気持ちよく話をしてもらえるようにちょこっと事前準備を。

会話すべてを記録することは難しいでしょう。
特に認知症の方には、集中力が切れてしまわないように目を常に見て話すことがポイントです。
記録することだけに夢中になると、会話が続かなくなってしまいます。
メモ帳に会話の中のキーワード（例えば固有名詞や数字など）を大きく書いて記録していくイメージで。

話を聴くときには、多くの引き出しをもっておきたいものです。
認知症の方は、具体的なイメージをもてると話しやすくなります。
きっかけとなる品物や思い出のある写真を探していただいたり、いくつか質問を考えておくこと。
事前に準備できないときは、お会いしたときにグルリとあたりを見渡して、
話題となりそうなものに目を光らせましょう。

準備をしよう

筆記用具　

カメラ 自己紹介用「おもいで栞」 話を引き出すきっかけを作るもの

メモ帳

自分の栞を見ていただき、挨拶からはじめましょう。

毎回、「話したくないときには話さなくてもいい」ことを

伝えましょう。

事実と違う話でも修正する必要はありません。

今どのように思っているのかを知ることが大切なのです。　　

必ずたどり着く言葉、繰り返す言葉はありませんか。

そこに、本人のこだわりがあります。

相手の言った言葉を繰り返してみると新しい話が

出てくることもあるでしょう。

話を聴こう
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相手のどんな雰囲気を伝えたいですか。

どんな写真があったら、これから作る「おもいで栞」が充実しそうですか。

撮られるのが嫌な方には無理強いしないこと。

栞に入れたいエピソードがたくさんあっても、

読みやすさを考え、文と写真を入れていきましょう。

この１枚の「おもいで栞」が積み重なり、

話し手の「自分史」になるかもしれません。

出来上がった栞を一緒にみて、

「そうそうそうだった」「ここが違う」などと話しましょう。

話が広がり、また違うエピソードを聞くことができるかも。

写真を撮ろう

まとめよう

出来上がった「おもいで栞」を相手と一緒にみよう
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認知症の方の心のポケットにしまわれた記憶は、誰がどう
つむぐのかによって、それぞれ異なってきます。
１人の人にインタビューをしても、聞き手が違えば決して同
じ「おもいで栞」にはなりません。
それが、この取り組みの魅力ではないでしょうか。

その記憶をキャッチしたのはあなた
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